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中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
は
、
中

小
企
業
の
連
鎖
倒
産
や
経
営
難
に
陥

る
事
態
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
で
す
。

加
入
し
て
六
カ
月
後
、
取
引
先
が
倒

産
し
て
売
掛
金
や
債
権
な
ど
の
回
収

が
困
難
な
と
き
、
六
カ
月
以
内
に
請

求
す
れ
ば
、
共
済
金
の
貸
し
付
け
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
規
加
入
者
は
市
の
補
助

金
が
受
け
ら
れ
る
特
典
も
。
な
お
、

大
胡
町
・
宮
城
村
・
粕
川
村
の
事
業

所
は
合
併
後
の
加
入
者
が
対
象
で
す
。

特
色
＝
�
無
担
保
、
無
保
証
人
、
無

利
子
で
回
収
困
難
に
な
っ
た
売
掛
債

権
な
ど
の
額
と
掛
け
金
総
額
の
十
倍

に
相
当
す
る
額
と
の
い
ず
れ
か
少
な

い
額
の
範
囲
内
で
貸
し
付
け
が
受
け

ら
れ
る
（
最
高
三
千
二
百
万
円
、
残

高
ベ
ー
ス
）
�
共
済
金
の
貸
し
付
け

を
受
け
る
と
そ
の
額
の
十
分
の
一
に

相
当
す
る
掛
け
金
は
共
済
制
度
の
財

源
に
充
て
ら
れ
掛
け
金
の
権
利
は
な

く
な
る
�
掛
け
金
は
税
法
上
の
損
金

か
必
要
経
費
に
算
入
で
き
る
�
解
約

手
当
金
の
範
囲
内
で
臨
時
に
事
業
資

金
の
貸
し
付
け
が
受
け
ら
れ
る
�
新

規
加
入
者
は
掛
け
金
の
一
カ
月
分
が

市
の
補
助
金
で
受
け
ら
れ
る
　
申
し

込
み
＝
商
工
会
議
所
（
�
２
３
４
―

５
１
１
１
）、
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
大
手
町
三
丁
目
�
２
３
２
―
４
１

２
３
）、市
内
の
各
金
融
機
関
へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
工
業
課
�
８
９

０
―
６
６
１
２
へ
。

起
業
家
独
立
開
業
支
援
資
金
制
度

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
、
分
社
の
要

件
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は

工
業
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
分
社
し
て
市
内
に
新
設
し
た

設
立
後
五
年
未
満
の
中
小
企
業
者
　

対
象
と
な
る
資
金
＝
運
転
資
金
や
設

備
資
金
（
土
地
を
除
く
）

融
資
期

間
＝
十
年
　
限
度
額
＝
千
五
百
万
円

利
率
＝
一
％
　
申
し
込
み
＝
工
業
課

�
８
９
０
―
６
６
１
２
へ

十
二
月
は
年
末
正
量
取
引
強
調
月

間
で
す
。
計
量
検
査
所
で
は
、
事
業

所
や
消
費
者
が
お
互
い
に
正
し
く
取

引
で
き
る
よ
う
、
次
の
検
査
や
普
及

啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
皆
さ
ん
も
計
量
器
の
再
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
工
場
製
品
な
ど
の
量
目
検
査
�

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
な
ど
大
型
は
か

り
の
検
査
�
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
メ

ー
タ
ー
の
検
査
�
家
庭
用
計
量
器
の

無
料
検
査
�
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
の
検

査
�
商
店
へ
の
立
ち
入
り
検
査
�
は

か
り
の
定
期
検
査
�
商
品
の
量
目
検

査
�
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
（
公
衆

面
前
計
量
は
か
り
）
の
設
置
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
商
業
観
光
課
�

８
９
０
―
６
６
０
８
へ
。

周
辺
商
店
街
で
は
、
十
二
月
十
四

日
�
ま
で
歳
末
感
謝
還
元
セ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
中
、
歳
末
感
謝
還
元
セ
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
参
加
店

で
、
買
い
物
を
し
た
人
な
ど
に
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
、
抽
選
で

「
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
と
飲
茶
食
べ
放

題
の
旅
」
や
「
産
地
直
送
・
博
多
の

辛
子
明
太
子
」
が
当
た
る
抽
選
ハ
ガ

キ
も
差
し
上
げ
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
商
業
観
光
課
�

８
９
０
―
６
６
０
２
へ
。

前
橋
産
業
技
術
専
門
校
で
は
、
在

職
者
技
能
向
上
コ
ー
ス
「
販
売
知
識

入
門
」
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
13
日
�
〜
17
日
�
、
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝

前
橋
産
業
技
術
専
門
校
　
対
象
＝
在

職
者
と
求
職
者
、
二
十
人
（
抽
選
）

内
容
＝
販
売
技
術
、
商
品
知
識
、
販

売
事
務
管
理
、
接
客
方
法
マ
ナ
ー
な

ど
、
販
売
士
三
級
検
定
試
験
に
必
要

な
知
識
　
申
し
込
み
＝
12
月
６
日
�

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏

名
・
勤
務
先
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
３
７
１
―
０
０
０
６
前
橋
市
石
関

町
一
二
四
―
一
・
前
橋
産
業
技
術
専

門
校
（
�
２
３
０
―
２
２
１
１
）
へ

倒
産
防
ぐ
た
め

�
共
済
�
の
ご
利
用
を

起
業
家
の
支
援
制
度

分
社
も
融
資
対
象
に

12
月
14
日
ま
で

周
辺
商
店
街
セ
ー
ル

販
売
知
識
を
学
ん
で

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

計
量
器
を
点
検
し

正
し
く
商
取
引

本
年
度
の
教
育
文
化
功
労
者
表

彰
式
が
十
一
月
九
日
に
総
合
教
育

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
か
ら
二
十
人
と
二
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

―
―
敬
称
略
―
―

□
学
校
医

岩
崎
哲
（
六
供
町
）
関
口
隆
（
千

代
田
町
二
丁
目
）
金
古
進
（
日
吉

町
三
丁
目
）
朝
日
孝
幸
（
天
川

町
）
宮
正
勝
（
天
川
大
島
町
）

□
学
校
歯
科
医

布
川
晴
彦
（
上
小
出
町
二
丁
目
）

森
田
正
人
（
広
瀬
町
一
丁
目
）

□
学
校
薬
剤
師

染
谷
正
夫
（
小
相
木
町
）

□
社
会
教
育

山
上
恵
子
（
天
川
大
島
町
）

□
社
会
体
育

金
子
信
次
（
上
細
井
町
）
千
吉
良

良
一
（
西
大
室
町
）
梅
沢
晟
（
三

俣
町
一
丁
目
）
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

協
会
（
南
町
四
丁
目
）
市
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
（
鳥
取

11
月
９
日
に
20
人
・
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た

「
教
育
文
化
功
労
者
」
が
決
ま
る

町
）

□
青
少
年
教
育

矢
島
裕
子
（
表
町
二
丁
目
）
孝
治

利
与
司
（
若
宮
町
二
丁
目
）
小
野

里
ふ
じ
江
（
江
田
町
）
原
和
夫

（
駒
形
町
）

□
学
術
・
芸
術
文
化

笠
原
三
喜
（
下
長
磯
町
）
原
田
広

子
（
住
吉
町
二
丁
目
）
若
柳
茂
駒

（
千
代
田
町
二
丁
目
）
室
賀
孝
子

（
元
総
社
町
）

□
表
彰
の
対
象
と
な
る
人

�
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
な
ど

と
し
て
勤
務
し
、
職
務
上
の
成
績

が
特
に
優
秀
で
ほ
か
の
模
範
と
な

る
�
有
益
な
研
究
、考
案
、発
明
で

教
育
に
貢
献
し
た
�
学
校
教
育
・

社
会
教
育
の
振
興
の
功
績
が
顕
著

�
学
術
や
文
化
の
向
上
発
展
の
功

績
が
顕
著
�
教
育
施
設
な
ど
の
充

実
整
備
の
功
績
が
顕
著
�
そ
の
他
、

教
育
文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
に

値
す
る
業
績
や
行
為
が
あ
っ
た
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会

総
務
課
�
８
９
０
―
５
８
０
２
へ
。


